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検討の背景と目的

【現状】

○近年のICTの急速な進展に伴い、5G等のモバイル通信網の高度化、クラウドサービスの普及、ビッグ
データを活用したAI解析技術の進歩、SNS等の新しいコミュニケーション手段の増加など、消防を取り巻
く社会のICT環境が大きく変化。

○一方、従来の消防指令システムは各消防本部、指令センターにおいて独立したシステムとして整備・運用
され、多くの本部でパッケージ製品をベースにしつつも、機能追加等の個別カスタマイズを実施。

①消防指令システムに求められる基本的な機能

②消防指令システムの将来的なあり方、今後の取組方針

③外部システムと接続するための標準インターフェイス等、ICT進展を踏まえたシステム環境整備

背景

本検討会の取組内容

【目的】

○消防指令システムについて、ICT環境変化に対応し、コストの低減や新規技術の取込を行うための環境を
整備することが喫緊の課題。

【検討項目】

○近年のICT環境の変化を踏まえた消防指令システムの高度化等に向けた検討を行い、システム調達・維持
コストの低減、他組織とのシステム連携による消防活動の効率化、通報手段の多様化への対応、消防業
務の効率化等を目指す。

＜実現される将来像（イメージ）＞
・外部システムとの連携により、自治体等の関係機関との円滑なデータ連携や、データ通信等による新たな緊急通報手段の導入
・消防指令システムの一部機能のクラウド化による低コスト化や耐災害性の向上
・現場映像の円滑な共有や、AI解析等の新しい技術の導入による消防活動の高度化
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